
   ２０２０年１２月１１日 
行 政 報 告 資 料 
道 路 部 道 路 管 理 課 

 

未来のまちづくり スマートシティの共同検討等に関する協定について 

 

１ 経緯 

現在、市は新しい基本構想・基本計画「（仮称）まちだ未来づくりビジョン２

０４０」を実現するため多くの分野が横につながって計画づくりに取り組んで

います。「（仮称）第三次町田市環境マスタープラン」や、「（仮称）町田市都市づ

くりマスタープラン」、また「２０５０年の町田の未来を考える」ではシナリオ

プランニングの手法での研究が進められています。 

これらの計画・研究を、加速もしくはプラスアルファ出来るのが、ＩＣＴ技術

です。事実、この１０年程度の間にスマートフォンが普及し、ＳＮＳ等で人々の

価値観、行動など生活様式に変革をもたらしています。 

町田の未来においてもＩＣＴ技術をより一層活用し、※ＤＸ（デジタルトラン

スフォーメーション）を起こし、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０以上の未来を見据えた町

田市政を推進するため、本協定を締結するものです。 

 まずは道路部が先行して、テーマ１として「道路占用申請のオンライン化」、

テーマ２として「災害時のインフラ資産、早期復旧のための情報共有プラットフ

ォーム」に取り組んでまいります。 

 

※ＤＸ、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０は、ＤＸによりＩＴ化を進め、リアルとデジタル

の高度な融合を実現したスマートシティを意味しています。 

 

２ 協定締結先 

東日本電信電話株式会社（ＮＴＴ東日本 事務局：西東京支社） 

※道路占用申請や、災害時のインフラ資産の早期復旧等の課題に、市と共通認識

を持ち、通信回線シェアＮｏ．１の社会インフラを維持・管理する企業であるた

め、締結先としました。 

 

３ 今後のスケジュール 

２０２１年１月  

本件に関する協定書の締結調印 記者会見（予定） 

２０２１年１月以降 

 トライアル版による実証実験（ＰＤＣＡサイクルを繰り返す） 

２０２２年度以降 

 本開発の可否の判断 

※市民サービスに寄与すると判断できるまで、市のコスト負担はありません。 
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不動産
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道路占用Web

【通常時】
・何度も市役所に
行かなくてよい！

道路管理窓口職員
（行政）

【通常時】
・道路占用の紙管理が無くなった
・占用料金業務が効率化！
【非常時】
・工事中の危険個所がすくにわかる

【通常時】
・民地・官地が
Webでわかる！

サイネージ

画像点検カー

【通常時】
・地域の情報がわかる
【非常時】
・避難誘導・地域の被災情報
がわかる！

NTT職員
（地域）

小売
（地域）

twitter

ドローン

【通常時】
・地域の魅力を配信できる

カメラ

【通常時】
・NTT設備の老朽化点検
【非常時】
・NTT設備の被災状況がすぐにわかる

【通常時】
・公共施設の老朽化点検が効率的に！
・安全な街を市民へ提供
【非常時】
・情報の把握と発信をタイムリーかつ的確
に行い安全な避難誘導ができる

AI・Bigdata

街のあらゆるデータ
・監視カメラ/ドローン映像
・行政データ
・スマメ/IoT/Mobility
・SNS …etc
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ワーク
スペース

【通常時】
・コ・ワーキングができる！

町田市×NTT東日本のまちづくり Vision

テーマ１：道路占用申請のオンライン化 テーマ２：災害時のインフラ資産、早期復旧のための情報共有プラットフォーム

２０２０年１２月１１日
行政報告資料

道路部道路管理課


	【行政報告】未来のまちづくり　スマートシティの共同検討等に関する協定について
	NTT資料
	スライド番号 1


